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今年の夏は猛暑との予報ですが、本紙が皆様のお手元に届く
頃の気候はいかがでしょうか。夏の暑さや雪の降る日数などを
思い返してみますと、幼少のころよりもやはり気温が上昇して
いるように感じられます。地球温暖化が注目されるようになっ
て久しいですが、気温の上昇に歯止めはかかっていません。温
暖化の主たる原因と考えられているのがCO2です。今月のテク
ノスコープでは、CO2排出量削減技術として直接還元鉄の記事
が紹介されています。これは2050年カーボンニュートラルの実
現へ向けた取り組みのひとつです。2050年まで28年、社会はど

のように変化していくのでしょう。この数年、社会変革のきっ
かけとなるような出来事がいくつもあったように思います。生
活様式や就業形態の変化を余儀なくされたコロナ禍、先にも述
べたカーボンニュートラルを中心とする産業政の方針転換、物
流や経済の仕組みも変わりつつあるようです。子や孫、さらに
その先の人々はどのような世界に暮らしているのでしょうか。
個人として、社会の一員として、そして研究者として、未来の
社会に貢献できることを実践したいと思います。
� （D.T.）
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